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調査サイト 

調査対象サイト全数 348 サイト 

うち個人（SNS）サイト 256 サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報が投稿された個人サイト数（重複あり） 

実名 170 

電話番号 1 

SNS_ID (LINE 以外の SNS のアカウント) 29 

本人以外の個人情報 21 

本人の個人情報合計 200 
Twitter 82% 

TwitCasting 8% 

Instagram 3% 

Mix Channel 3% 
Vine 2% Facebook 1% 

Ameba 1% 

利用サイト内訳 

児童生徒の安全・安心のため、実施してまいりました「学校ネットパトロール」 

5月の調査結果をご報告いたします。 

ゴールデンウィーク中に友達や先輩と遊びに出かけた際に撮影したと思われる写真

が SNSサイトに多く投稿されており、児童生徒の個人情報と顔が見知らぬ第三者

でも特定できる状況にありました。今後もネット上のトラブルの監視や危険の把握

をさせていただくため、皆さまのご理解・ご協力をよろしくお願いします。 

 

藤枝市教育委員会 教育政策課  電話 ： 054-643-3045 

メールアドレス ： kyoikuseisaku@city.fujieda.shizuoka.jp 

 

５月度ネットパトロール調査結果 

５月度調査の結果、調査対象サイトの半数以上は

個人が利用するSNSサイト (256件)であり、うち半数

以上が自分の個人情報を投稿していました。また利

用されている SNS は Twitter が多くなっています。 

調査を行った 348 サイトのうち 205 サイトでは、本人や友人などの画像が投稿されていました。 

画像には、顔を一部隠したり、動物の耳や鼻などの合成や美化加工を施したものもありましたが、顔を完全に判

別出来ないという状態ではなく、186 サイトは顔が分かる画像の投稿でした。 

上記の個人情報投稿数と合わせて見てみると、投稿を行った殆どの児童・生徒が、顔に加えて個人情報を第

三者に知られてしまう状況となります。中には飲酒や喫煙が疑われるような画像も投稿されていました。 

 

投稿画像について 

一度インターネット上に掲載されてしまった情報を全て消すことは不可能であり、

10年、20年と投稿された情報は残り続けます。インターネット上に投稿した内容

によって、休学・退学、就職時には内定の取り消しのように人生へ影響も与え、

過去に遡って追及されることもあります。 

楽しいことや幸せを共有できるということは素晴らしいことですが、善悪の区別を 

はっきりとし、正しい活用をしていくようにしてください。 


